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サイクロンスクラバーの基礎実験

三

三

杉

佐

登　龍　彦豪

野　賢　こ米米

野　紘　二二糸綜

藤　　　稔懸米米

　　　　田he　F蚊劇a猫ent改1　EXPerlme批s　on．　a　GyGIORe　SGrubber．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田atsuhiユ（O　Sノ卿菰－OBOR工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kenごi　　　　ASANO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KOji　　・　　SUα工NO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MinQru　　　SA［eo

　　　Ar！expen狐enl｝al　study　was　made　j．／10rder　tO　obtain

inゴOI’王natiOn　 On　 もhe　fUndaエne／！もaユ，　priユユGipleS　Of　 も11e　 GyCIOne
SGrubber
　　　　窪lhe　reSUユts　obtained　of　Our　experime工λtS　COndUGted　O雄

cyO：Lo工1⑱　scrubber　遊ay　be　sulnmarlzed　as　fOllows：

　　　　つPressure　drOps　1ぬ　a　dry　and　wet　Go：LleGtor　can　be　repr－

e＄eエ1七ed　by　IinOya〆s　e工鷺piricaユ　equatio鷺。

　　　　2）GolleGむion　eff1GleaGy　Qf　もhe　GO1ユec七〇r，　when　Gperated

dry，is　72％・

　　　　G殿eG七iOn　effiGiemγ・f　the　G・llec七・「凹hen・・perated　wet・

ranges　frQ孤　90傷　to　g　9％．

　　　　5）Sulfur　diox工de　absOrptiO箪　effiGie捻Gy　Of　the　colユecもOr，

when　Operaもed　wet　a．nd　the　absorbent　was　l　N　Sodium　hydrOxlde，
raユユges　fro工n　90％tO　98％．

　1まえがき　　　　　　　　　　　　　　　　
吹．

　一般の産業環境においては，除じんと同時に有害ガスの除去も考慮しなければならない場合が多い。

発生ガス量が多量の場合には，ガメ除玄装置として設計されたものを使用しなければならないが，比

較的少量の発生ガス量に対しては簡単な湿式除じん器でも十分にその目的を達することができる。

　湿式除じん器のうち最も簡単なものは，洗浄水を聞欠的に供給する型式のもので，給水ポンプなど
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は不要である。

　本報告では，中小規模の産業壌境に適すると思われる除じんと有害ガス除去とを目的とする，上記

の型式に属するサイクロン．スクラバーの流動特性，圧力損失，除じんおよびガス除去などについて

述べる。

2実験装置
　実験装置を図一礒に示す。送風方法としては吸引式と逓送式とがあるが，今回の実験は主として吸

引式によって行なった。また，吸込側配管は実験の都合上④．＠の2種類を使用した。
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図一｛　実験装置概略

　除じん；含じんガスは内径歪0餓駝，長さ27πの吸込管④より本体へ接線方向に流入し，こムで

じんあい粒子は遠心力を与えられる。この④～◎部は，いわゆるサイクロンと同様に考えることがで

きる。』方，本体底部の水槽③に充たされている洗浄水は気流によって次第に激しくかくはんされ，

放物面を形成しながら周壁に沿って園転ずる。このとき，一部の洗浄水は案内羽根部⑰に上昇し，あ

る一定量を保持しながら回転運動を続ける。前記のじんあい粒子は，一部が放物面をなす洗浄水表面
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と接触し，一融ま霧状の水滴と接触して洗浄水中に捕集される。ついで気流は反転部⑲およびサイク

ロン部出口管◎を二二の水滴と接触しながら，ら旋気流となって上昇する。案内羽根音il⑪には一定量の

洗浄水がi蟹転しており，この部分を気流が通過する際にじんあい粒子の残りは大部分が三二される。

ついで気流は円筒部⑭を通り1夢F風機を経て内径200舵π長さ27πの出口管⑧より山嵐される。

　ガス除去；対象ガスとしては種々のものが考えられるが，今蹴は亜硫酸ガスを使用して実験を行

なった。布版の亜硫酸ガスを流量調節弁より流量計に導き，給じん口にガス吹出管をそう入してこれ

よりガスな吹き出し，吸込気流と混合せしめるようにする。混含ガスは除じんの場合と同様の経路を

通過しながら吸収液と接触することによって有害ガス分が除去される。

3実験方法
　流動特性；運転開始後，水槽④内の洗浄水は気流によって次第に激しくかくはんされ，このため

に洗浄水の一部は案内羽根部⑪に上昇し，やがて一定の上昇水量となる。この上昇水量は，運転前の

水槽水位，処理風量に左右され，また後述のようにこの量の多少によって装置の圧力損失，除じん効

率，ガス除去率が支配される。これらの関係を求めるために，運転前の各水槽水位ごとに任意時閥運

転後，停正と岡時に図一1の◎下部に水受けを入れて上昇水量を測定した。

　圧力損失；函一1に示す①～③の各回に直径禰物静圧測定孔を設け，ゲッチングン型微圧計に

てそれぞれの静圧を測定し，これより各区間における圧力損失を求めた。測定孔の気流に接する部分

は動圧の影響を受けぬように特に留意してある。②および③は本体内部にあるので，これの静厩用導

管については，気流を乱さぬように考慮した。風量は，吸込側配管④を使用した場合には吸込管オリ

フィスによって測定し，風量の調節は吐出側に絞りを設けて行なった。また，吸込側配管㊥を使用し

た場舎には，吐出管出口においてピトー管法により測定し，風量の調節は吸込側に絞りを設けて行な

った。

　除じん効率；　三一1に示す給じん口より，ダストブイーダーによって一定董の試料を供給し，こ

れと三二とから入口側含じん濃度を算出するQ一方，出口⑨において排ガスを吸引し，ブイルター法

によって排ガス含じん濃度を算出する。これより種々の運転条件に対して重量基準の除じん効率を：求

めた。二二は吸込側配管㊥を使用した場合についてのみ行なった。供試粉体としては，普通ポルトラ

ンドセメント，普通鋳物砂およびタルク（」工S4種試験吊粉体）を使用した。また，排ガス中のじ

んあい粒度分布は；吐出管出口において労研式じんあい計により試料を採取し，透過光線による顕微

鏡写真（倍率　対物×40，対眼×響5および対物×望00，対眼×10，油浸式）から計灘した。

　ガス除去率；入口側および出口側ガス濃度は，それぞれ④，⑤の点においてガスを吸引し，α1

規定水酸化ナトリウム溶液の入っているミゼットインピンジヤーによるフクシン●ホルムアデヒト怯

にて測定する。洗浄水（吸収液）は種々の濃度の水酸化ナトリウム溶液とし，運転前にあらかじめ所

定の量だけ水槽④に注入しておく。吸収液温度は窪～5℃，混合ガス温度はろ～葉2℃である。なお．

サンプリング嗣に使用したビニール管は十分野長くとり，気流中に混在する亜硫酸ナトリウムの水滴

による誤差を生じないように注意したQ
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壌

　4実験結果および考察

　4一望　流動特性

　前述のように，上昇水量Wはそれぞれの運転条件によって異なってくる。吸込側配管＠を使用して，

吸込側，吐出側に絞りを設けず普通の状態で運転した場舎，各水位Hに対する土昇水量Wの時間的変

化は表一1，図一2のようになる。洗浄zkおよび上昇水量の多少によって装置全体の抵抗が異なるの

　　　　　　　　　　　　　表一1　一上昇水量の変化

　　　　水位H時聞　　　（涜の　も（分）

560 580 4　0e 44　0

1．5 970
2．5 1，620 2，950
5．0 1，800 2，150 2，620 4，6　1G

1G．　D 2，680 5」歪。 4，56G Z100
15．0 5，250 4」80 5，740 8，770

20．0 5，300 5，0ろ0 6，700 8，770

25．0 5，660 z｛oo
50．0 5，940 z510 8，900

4aO 6，640 Z550
45．0 5，500

50．0 6，5DO Z560 8，550

6aO 6，600

風量（二郷） 睾ろ．0 1で．1 歪。．9 10．6

ただし，風量は定常におけるもの。

　‘記
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園一2　上昇水量の経過
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で，本体に組み込まれた霜風機が一定の場合，それぞれの水位に対する定常状態における風量Qは表

一壌のように異なってくる。また，本装置が実際に使驚される揚合には，吸込側および吐出側の配管

はまちまちであり，．従って嗣じ水位であっても処理風紀はそれぞれ異なったものとなる。しかしなが

ら図一2より，本型式のサイクロン●スクラバーにおいては，過渡期における上昇水：量Wと運転時問

tとの間には一般に次の関係が推定される。

　　　　Wこaむα，　　　　　aこf　（H，Q）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　a
　　　　　　　　　　　　　　　αこf　（A）

ここにAはスクラバーの構造を表わす困子である。

装置前後の配管を限定した場禽比べま図一2の条件において同量Qは決まるので・αζ㌔（H）

と考えられる。図一2より今回の実験条件においては，．

　　　　　w；（0．0で5H＝一4．25）tO・64

　　　　　　　W；Ziも，　　H；m環，　　t；mi澄
と表わすことができる。

　閣一2より明らかなように，定常状態に達するまでには，Hくろ6脾皿に対しては約15分，　H＞

580㈱に対しては約50分を要する。図一2の条件において定常に達した後の上昇水量Wと水位H

との関係は図一5のように求まる。これから一般に次の関係が推定される。

　　　　　NV旧識’H十b・　　　メ9こfメ9（B・Q）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　b＝＝fb（B，　Q）

　　　　　　ノここにB，B　はスクラバーの構造を表わす因子である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厩9　図一5より今圃の実験条件においては，

　　　　　W＝0．D54王｛一8．6

　　　　　　ただし　H＜560彫π

　　　　　Wこ0，0　3　4　H－　6．　1

　　　　　　ただし　H＞58騨肌

　　　　　　　w；Zit，　　　H；駿舵

と表わすことができる。

　一方，実際の使用状態を考慮して吸込側配管④を用

いて吐出側に絞りを設けた場合（吐繊側に抵抗の大き

な配管がある場合）と配管㊥を用いて吸込側に絞りを

設けた場合（吸込側に抵抗の大きな配管がある場含）

について風蚤と上昇水量との闘係を求めると面一4の

ようになる。図の下部に存在する一群のように，配管

抵抗がある値以上においては．上昇水量Wおよび処理風

量Qに及ぼす水位Hの影響が明らかに認められる。し

かるに，配管抵抗がある値以下においては，図の上部

に認められるように配管抵抗の減少にも拘わらず処理

上
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図一5　水位と上昇水量
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　　　　　　　　　　　図一4　配管抵抗が異なる場合の風量と上昇水量

風量Qは大きく低下し，水位Hの影響も判然としない。また，この領域における風量変化は僅かであ

る。これは，この領域において上昇水量Wが急、激に増加し，これによって圧力損失も増加するためで

ある。

　4－2圧力損失
　装置本体の圧力損失は，サイクロン部圧力損央△P12，円筒部圧力損失△P23および全圧力損失

△P、3に分けることができる・これらを混れそれ次式より求められる・

　　　　△・、2一（・、＋、各。わ《・，＋、各。や

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　△Pr（P・＋・9。　U・）《P、＋、9。・・）

　　　　△P13こ　△P12十　△P23

ひにP、・P，・P、は図一紛①・②・③における静圧〔㎜Ag〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一22一



7

　　u1・u2・u3は図一1の①・②・③における平均風速〔％〕

　　ρ；空気の密度1．2〔K％卸

　　9G；：重力換算係数98〔Kρ●蝋9・s2〕

　　ただし，K9は：亟量キログラム

笑験結果を図一5に示す。
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　本装置は一種のサイクロンであり・サイクロンの圧力損失に関しては多くの研究がある。いま・代

表的なものとして井諮の式・）と本懇と枇嘱してみる．

　井伊谷の式において，サイクロン円箇部長さしおよび円すい部長さHをそれぞれ図一4におけるし

およびHとみなし，定数K篇19として計算すると，図一5のように乾式の場合の実験結果とよく一

致する。ただし，井伊谷の式の適周にあたってサイクロンスクラバーの円筒部長さHoを考慮しなけ

ればならないが．この部分の圧力損失△P，、は一一5のように小さい・従って・本型式のスクラノ溝

における乾式としての圧力損失は，井伊谷の式より推定することができる。

　一方，湿式としての圧力損失は水位Hによって異なるが，その傾向は図一5のようになる。これよ

り，H≦250聯の範囲においては△P23に対する水位：Hの影響はないものとみなすことができる。

換書すれば，この範囲における上昇水量1ま△P23に影響を与えるほどのもの唱まない・

　サイクロン部圧力損失△P12は，サイクロン④～⑥部において気流により生ずる遠心力に基因する。

従って，この部分において放物面を形成しながら回・転運動を続ける洗浄水の量が多い程・換言すれば

洗浄水の水位Hが大きい程この遠心効果が妨げられることになり圧力損失が減少する。

　H≧500腕πの範囲においては上昇：水：量も多くなりこのため△P23も上昇水量W，換讐すれば水位

Hあ影響を受けてくる。従って，△P13はH≦25腋尻の場合と多少異なった傾向となるが，図一

5のように△P13のHによる相違はあまり認められなかった。ただし，図において明らかなように，

H；≧50肺廠対しては△P13にニニつの非常に異なる傾向が認められる。これは前飾で述べたように

上昇水量Wが急激に増加する領域の存在によるものである。

　4－3　除じん効率

　実験結果の一例を二一2，図一6に示す。ただし，除じん効率（重：量基準）ηGは次式より算出し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gi；入口含じん濃度〔gr／㎡〕た。

　　　　　　　　　αi－GO
　　　　ηc　こ　　　　 σf一一｛『一一』内 @　　　GO　；出爾　　〃　　〃　　（　　〃　　〕

表一2　除じん効率と上昇水量

zk　位　H 風　：量　Q 上昇zk：量w 入口含じん濃度 出iコ含じん濃度 除じん効率

（臼尻） （㎡廊n） （z1も） 伍（匁／刀ρ cO（9物） ηc（％）

o 99 0 6．4　1 1．80 71．9

265 15．9 0．2 5．52 o．49 g　t1

500 15．9 1．5 6e1 0．47 925
540 13．2 2．5 5．78 α56 95．8

560 ↑2．8 5．4 5．79 0．50 94．8

580 歪1，4 6．6 6．59 o，｛　9 g　z1

400 肇0．7 74 Z38 o．｛5 98．0

420 10．7 8．2 Z40 0．歪4 98」
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　サイクロンスクラバーを乾式で使用した場合には，

普通のサイクロン除じん器よりも性能は劣るがある程

度の効果は期待できる。今回のスクラバーについて表

　　　　　　　　　　　　　　サー2の条件（処理換羽Q訟卿％in・入口風速

Ui＝21％）における乾式時の効率は72％であ

った。勿論，実際に乾式として使用する場合には集じ

ん部について考慮しなければならない。上記の効率は

；運転初期でまだじんあいがサイクロン底部にたい積し

てない時期の値である。

　サイクロンスクラバ～として，換琶すれば湿式とし

て使用する場合は墨然上昇水蚤Wが効率に大きく影響

するものと考えられる。今一6より，上昇水鐙W＝0

すなわち洗浄水は使用しているが上昇水がない状態に

おける効率を推定すれば，ηG÷go％となる。これ

　　100

　　％
除

じ

　　90
ん

効

率　　80

ηC

70

　　　　　　　　　　　〆ンー0
　　　　　　／。
　　　o1o
　　〆／oo

乾式

0 2　　　4　　　　6

上昇水蚤　w

図一6　除じん効率と上昇水量

‘記

8

と乾式の場合における効率との差約18％は，図一虐の⑤部において回転放物面を形成している洗浄

水門外に捕集されたじんあい粒子は再飛散しないことと，⑧部全体に発生している水滴によるじんあ

い粒子の捕集効果とによって生ずるものと考えることができる。運転前における洗浄水水位Hが極端

に低い場合は別として，Hこ259～45脾πの範囲ではこの回転放物面，水滴発生状態にあまり差

がないとみなすならば，この部分における除じん効果はおおよそ一定していると考えることができる。

　上昇水量は前述のように案内羽根部◎を循環しており，この循環水は案内羽根部入口の空間に多量

の水滴を発生している。従って，上昇水量が増加すればこの水平の量も増加する。含じん気流はこの

案内羽根入口部の水滴群を通過するので，残余のじんあい粒子の大部分はこふで捕集される。図一6

において除じん効率の90％を超えた増加分は，すべてこの部分における効果とみなすことができる。

ただし，この案内羽根入口部における水滴群の粒度分布は不明なので，どの程度のじんあい粒子にま

で効：果があるか問題である。

　表一5に除じん効率，排ガス中に含まれるじんあいの粒度分窟の→彗を示す。

表一ろ　排ガス中に含まれるじんあいの粒度分布

資　　料 ポルトランドセメント タルク@i鋳物砂除じん効率（％） 9　918 9　父　0 9　9　2

粒　径（μ） 測定個数 餌数（％） 測定個数 個数（％） 測定個数 個数（％）

　0～　　2．5

Q．5～　　5．0

T．0～　　Z5

y5～肇0．0

P0．0～12．5

↑，568

Q64

@22
@　6
@　で

82．5

P5．9

@tろ

@0．4

@0．嘩

207
P07

@7
@1

64．5

T5．2

@2．2

@0．5

996

揩O6

@2

9α2

@駐6

@0．2
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／0

上昇水鐙W

粒稿輿
8．2　　　　i　　　　I Z4 6．6 5．4 窪．5

…

0～　　2．5 6　t5 65．5 65．0 60．6 54．8

25～　　5．0 56．e 50．6 5α8 5G．9 56．5

5．0～　　Z5 2．2 5．5 5．8 z5 6．5

Z5～肇O．0 0．5 O．8 o．4 α6 1．9

10．0～肇2．5 D o o α6 a5

（％）

　町中の5μ以上のものはいずれも数綴の粒子が凝集したもので，単一粒子のものは認められなかっ

た。なお，前述のようにサンプリングは吐出管出口において行なったので，吐出管の途中に付着する

じんあいも考えられるが，これらは本体の一都とみなして効率を算出した。

　4－4．ガス除去率

　本装置のように液のかくはんがかなり激しい場合には，水酸化ナトリウムの溶解速度は亜硫酸ガス

の液中への拡散速慶より十分に大きいと考えられるので，吸収液濃度が除去すべきガス量に比べて十

公な問は，除去率は一定とみなすことができる。従って除去率は気液の接触面積に支配されるQ気液

接触都としてはじんあいの場合と同様に③部と◎，⑪部がある。しかしながら，⑧部における気液接触

部は大部分が吸収液の回彗藪放物面と考えられ，⑤部に発生している水滴の効果は余り期待できない。

また，じんあいの場合と異なりこの部分に生ずる遠心力もガス除去にはなんら寄与しない。従って，

蔚述のように水位Hが250～45割勘範協では回転放物画の表藤下に余り差がないものとすれば

この部分におけるガス除去率はおおよそ一定していると：考えることができる。なお，後述の表一6，

図一8より上昇zk濃度がOになったときのガス除去率はおおよそ65％と認められる。従って，この

⑧部におけるガス除去率は65％とみなすことができる。

　他方，◎部においては，前述のように案内羽根部を國転している吸収液によって案内羽根部入口の

劉絹に多量の永滴が発生しており，これを気流が通過するために接触爾積は非常に大きくなる。従っ

て，高い除去率を得るためには餅：6を有効に利吊する必要がある。前述の⑤部における除去率が65

％とみなぜることから，⑫部における除去率はおおよそき0％とみなすことカヨできる。しかるに，定

常状態における（醗二llの吸題液董すなわち上昇水量Wは→琶量に限られているために，運転前の吸収液

濃度と等しい濃度で上昇した吸収液も，ガス吸収が進むにつれて昌昌に濃度が低下してくる。従って，

高除去率を維持できるのは土昇水が必要な濃度を保持する間だけとなる。

　ガス濃度と除去率；入口亜硫酸ガス濃度伍の除去率におよぼす影響を求めるために，運転前の

吸収液濃度を1規定とした場合の実験結果を三一4に示す。

、ただし，ガス除去率ηaは次式より算出した。

　　　　　　　　　　　Oi－Co　　　C1；入ロガス濃度〔：PP通〕
　　　　　　ηa　こ　　　　　　　　　　　　　01　　　Co；出鷺　　〃　〔　〃　）

一26一
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表一4　入ロガス濃度と除去率

上昇　水　量 入ロガス濃度 出ロガス濃渡 ガス除去率

w　（工it） Gi（PPエn） GQ（PP澄1） ηa　（％）

56．6 5．2 94．5

8．9 4負薯 2．3 95．4

55．0 5．1 90．5

52．9 1．7 96．7
Z　4

5α5 t2 96．1

4Z2 0．8 98．4

6．6 594 1．8 95．6

6Z5 歪．o gz5
50．7 2」 95．5

5．4

24．o 5」 8ZO
吸収液水酸化ナトリウム1規定液，液温度1～5℃，ガス潟度5～書2り

　これより，今園の実験範囲（Gi＝50～60PPm）においては入口ガス濃度の除去率におよぼす

影響はないものとみることができる。

　除宏率の低下；吸収液濃度が低い場合や処理ガス濃度が高い場合には，水酸化ナトリウムの溶解

すなわち固液の拡散過程がガスに対する総括吸収速度を：支配することが考えられるが，この詳細につ

いてはこふでは触れない。

　本型式の装置においては除去率の時閾的変化が実用性を検討する上で問題になってくる。ある運転

条件に対して除去率の低下してくる限界は，処理ガス濃度．吸収液濃度．上昇水量，除去率，運転時

閥などによって左右される。たとえば，運転前の吸収液濃度をマ規定にしたときの兜験結果を表一5，

図一7に，また，上昇水量W’を一定にしたときのものを衷一6，図一8に示す。

　これより，吸収液濃度を1規定とし，上昇水量Wが己6ユit以上の条件で運転すれば除去率の低

下を避け得ることがわかる。従って，処理ガス濃度，運転蒔問より除去率を100％としてグラム当

量を算出し，これに1規定を加えることによって運転前に必要な吸収液濃度を決定することができる。

　なお，本装置を吸引式とするらなば，本体内部はすべて大気圧以下となるので，洗浄茄曹部およ

び案内羽根部に外部より容易に水酸化ナトリウムを補給することができる。従って，遮当な時間にこ

の補給を行なえば長時間の運転も司能となる。これはまた，吸引式の一つの利点とみることができる。

一一Q7一
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蓑一5　ガス除去率の変化（1）
上昇水＝1」絹入ロガス濃度i　　　　i　　　　　　　　　…

出ロガス 濃度σ。　i ガス除去率 吸収液
w’ ｿi副 α．（PP飢） 賄も（分）i ○○（PPα三） ηa　（％） 濃度変化（10

一「．幽曲…．．一旧…．吊

8 響，8 96．4 0．98　F

鷹8 25 94．9

8．9 1　　49歪 28 2．2 95．6

58 窪．6 96．9

48 2．2 95．6 o．95
罰卍 i 5 2．0 96．3 α98

i
望6 2」 96．0

z4 529 20 a8 98．4

50 1』 98．2 マ

40 1．2 9Z8 0．80

8 D．フ 98．6 1．00
@｝18 α9 98．2

6．6 4　Z2 28 0．9 98．5

58 o．6 98．7

48 α6 98．7 0．96

8 1．4 95．4 1，0哩

18 1．5 95．D

5．4 5a7 28 マ．8 947
58 2．〈≦ 9望．6

48　1 5．o 90．望 o．95

吸収液水酸化ナトリウム1規定液，液温度肇～5℃，ガス温度5～て2℃

液濃度　1規定1VαOH溶液

甑厩）

O　　口　　△
8．9　7．4　 6．6　3．4

　　％
　　100
除

率

　　90
ηα

80

「△　　實r一一ベロームロ　ムー

ロ8謡8く8　ザ
　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　⑲、

　　％
　　100
除

去

率

　80ηα

60

上昇水璽ω謙6，6島‘

液濃度
。　　〔〕　△
11＞　　0．5ハ1　0．2N

一喫・：ぐ　。　。一
十＼△　　口＼氏＼

△
△

△＼

0　　　　　　10　　　　　　20　　　　　　30　　　　　　40　　　　　　50

　　　　　　　　　　　　　？π‘π
　　　　　経過時間孟

0　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

　　　　　経過門閥孟　　癖π

図一7　ガス除去率の変化ほ） 図一8ガス除去率の変化（21
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表一6 ガス除1去率の変化（21

吸収液濃度 　　　　幽?ロガス濃度i 出ロガス濃度σ。　i ガス除去率 吸収液平均

規定㈹ Gi（PPm） 時間t（分） iG。（PP鶯） ηα（％） 濃度変化⑳

8　　i

@…
a7 98．6 可．00

平均 18 0．9 98．2

1．D 4　Z2 28 o．9 98．2

58 D．6 98．7 豪

48 0．6 98．7 ag6
5 0．7 98．5

．・〆’一

_、^　　　　　　＼　　＼

a50士a50
で2 で．5 gz5 昇 i

0．5 46．7 2歪

T0

曜．9

T．4

95．9

X2．8
、

　水

α42慶α26
40 4．8 8918 ＼　　　，／’、　へ「

5 3．9 92．5 　一罰停冒－Y／　　、＼、

α18上α歪8
10 66 8　ZO 鉾 5

o．2 50．8 20 1↑．7 7ZO 水 i

ろ2 1工4 7Z6 濃 ↓

α10度 o

41 窪Z6 654 ＼＼＿／／

2 1Z5 495
5 20．5 4　a6

0（水）

54．5 9

19 25．0 55．5

ろ0 ろ4．0 乳4

上昇水量W＝6．6ht，液温度1～5℃，ガス温度5～12℃

　5　あ　と　が　き

　一般の除じん器においては効率の上昇とともに圧力損失も増加する傾向があり，このことは今翻実

搬を行なった簡単な湿式除じん器についても同様である。特に今圓のサイクロン●スクラバーのよう

に，洗浄水量の多少によってその抵抗特性が大きく変わるものについては，除じん器特性のみならず

前後の配管計画を十分に検討することが重要な問題となるが，これについて今回は触れなかった。

　今回のサイクロンリスクラバーに関する特性については以上の実験結果より次の点が明らかとなっ

た。

　1）洗浄水を使用しないときの圧力損失は，サイクロンの圧力損失に対する実験式，例へば伊井谷

の式より推定できる。

　2）洗浄水があるときは，水位をパラメーターとして前記の三三式より推定できる。
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　の洗浄水量がある値以上であれば除じん効率は90％以上が期待できる。

　4）5μ以下のじんあいについても高効率が期待される。

　5）亜硫酸ガスの除去に対しては，適当な運転条件であればおおよそ95％の除去率が期待できる。

6）ガス除去において，工期水蜘ヒナ団ウムを6・円泊（♂し，スクラバー鯉風撫・

η『／瓶捻，処理ガス濃度60PP皿とすれば，薬品代はZ5円／h．であり，経済的には余り問題で

ない。

　7）装概の単純化，上昇水量，ガス吸収剤の補給などを考えると吸引式の方が有利である。

　湿式除じん器においてはじんあいのたい積問題があり，本装置においても図一壌⑤部周壁などにこ

れが認められる。この厚さが大きくなれば除じん器特性にも影響するものと考えられる。また，ガス

除去におよぼすじんあいの影響，亜硫酸ガス以外の有害ガスに対する効果，装置より排出されるミス

トの処理，装置の腐食防止その他多くの問題がある。また，この型式のサイクロン・スクラバーを使

用する場合，それぞれの屋的に応じてその大きさも洗浄水量も異なってくるが，これらに対する圧力

損失，除じん効率，ガス除去率などの一般式はどのように表わされるかなどの問題も残る。これらに

ついては機会をみて更．に検討したいQ

なお，本幸賠の暗隠杉野，佐藤酩力埣業論文・♪の一部として実験したも・）である。

　実験装置を提供して下さった株式会社三栄精機製作所（小樽市）に哀心より感謝の意を表します。
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